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  (百万円未満切捨て)

１．平成30年12月期第２四半期の連結業績（平成30年１月１日～平成30年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

30年12月期第２四半期 11,155 △3.1 241 8.8 241 9.2 142 △4.6 

29年12月期第２四半期 11,508 14.4 221 68.9 221 71.7 149 100.4 
 
（注）包括利益 30年12月期第２四半期 140 百万円 （△7.3％）   29年12月期第２四半期 151 百万円 （103.1％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

30年12月期第２四半期 16.81 15.79 

29年12月期第２四半期 17.75 17.15 
（注）当社は、平成30年７月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われた

と仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算定しております。 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

30年12月期第２四半期 6,537 2,652 39.2 300.90 

29年12月期 6,493 2,541 37.8 289.10 
 
（参考）自己資本 30年12月期第２四半期 2,560 百万円   29年12月期 2,454 百万円 

（注）当社は、平成30年７月１日付で普通株式１株につき２株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われた
と仮定して、「１株当たり純資産」を算定しております。 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

29年12月期 － 8.50 － 9.50 18.00 

30年12月期 － 9.00       

30年12月期（予想）     － 4.50 － 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

   当社は、平成30年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。平成30年12月期（予想）の１株当たり期末
配当金については、当該株式分割の影響を考慮した金額を記載し、年間配当金合計は「－」として記載しております。株式分割を考慮し
ない場合の平成30年12月期（予想）の１株当たり期末配当金は９円となり、１株当たり年間配当金は18円となります。 

３．平成30年12月期の連結業績予想（平成30年１月１日～平成30年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 23,000 3.3 375 10.8 375 9.8 225 10.8 26.44 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無     
   当社は、平成30年７月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。連結業績予想の「１株当たり当期純利益」

については、当該株式分割後の発行済株式数（自己株式数を除く）により算定しております。 



  
※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 有    

新規  1社  （社名）株式会社セキュリティア、除外  －社  （社名）－ 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年12月期２Ｑ 8,643,400 株 29年12月期 8,622,000 株 

②  期末自己株式数 30年12月期２Ｑ 132,376 株 29年12月期 132,376 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期２Ｑ 8,493,057 株 29年12月期２Ｑ 8,432,495 株 

   （注）当社は、平成30年７月１日付で普通株式１株を２株とする株式分割を行っております。前連結会計年度の期
首に当該株式分割が行われたと仮定して、発行済株式数（普通株式）を算定しております。 

 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述についてのご注意） 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来

予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出や生産活動に加えて、設備投資、個人消費などの民需も

総じて緩やかな回復基調で推移しております。一方、地政学リスクの台頭や米国トランプ政権の保護主義から各国

間の貿易摩擦が強まるなど、先行き不透明な要素もみられました。 

 当社グループが属するコンピュータ販売業界におきましては、昨年同期間の出荷台数を上回り、堅調に推移する

状況が続いております。 

 このような環境のもと、当社グループにおきましては、独自の在庫販売戦略については継続しつつ、各メーカー

との協業を図ることにより、粗利の確保に努めてまいりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は11,155,463千円（前年同四半期比3.1％減）、経常利益は

241,916千円（前年同四半期比9.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は142,805千円（前年同四半期比

4.6％減）となりました。 

 各セグメント別の営業の概況は次のとおりであります。 

① ITサービス事業

 法人向けコンピュータ市場においては、Windows7のサポート終了に伴うWindows10搭載機への入れ替え需要が

顕著化し、PC出荷台数は増加傾向で推移しました。当社グループにおきましては、ユーザーへの販売を強化し、

間接販売から直接販売にシフトすることで販売効率を改善する施策を展開してまいりました。昨年同期間と比較

して、PC販売台数は減少傾向で推移しておりますが、独自の在庫販売戦略に注力し、メーカー各社との協業を強

化することなどにより、粗利の確保に努めてまいりました。

 その結果、売上高は6,928,728千円（前年同四半期比9.6％減）、営業利益は219,442千円（前年同四半期比

25.8％増）となりました。 

 なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの名称を従来の「情報機器販売事業」から変更しておりま

す。 

② アスクルエージェント事業

 既存取引先の稼働促進や新規取引先の拡大が順調に推移いたしましたが、事業への先行投資の増加もあり、売

上高は4,207,284千円（前年同四半期比9.7％増）、営業利益は38,548千円（前年同四半期比30.5％減）となりま

した。

③ その他

 当社グループは、就労移行支援事業及び放課後等デイサービス事業を３施設運営しております。職業訓練・就

労支援に関するサービス及び児童・生徒の発達支援に関するサービスの提供を行っており、着実に利用者数が増

加しております。その結果、売上高は19,450千円（前年同四半期比98.5％増）、営業損失は16,845千円（前年同

四半期:営業損失8,344千円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

 当第２四半期連結会計期間末の流動資産の残高は、5,917,513千円（前連結会計年度末は5,860,016千円）とな

り、57,496千円増加いたしました。「商品」が増加したことが大きな要因であります。

（固定資産）

 当第２四半期連結会計期間末の固定資産の残高は、620,395千円（前連結会計年度末は633,847千円）となり、

13,451千円減少いたしました。「長期前払費用」が増加したものの、「無形固定資産」が減少したことが大きな要

因であります。

（流動負債）

 当第２四半期連結会計期間末の流動負債の残高は、3,549,867千円（前連結会計年度末は3,593,817千円）とな

り、43,950千円減少いたしました。「短期借入金」が増加したものの、「買掛金」が減少したことが大きな要因で

あります。

（固定負債）

 当第２四半期連結会計期間末の固定負債の残高は、335,769千円（前連結会計年度末は358,498千円）となり、

22,728千円減少いたしました。「長期借入金」が減少したことが大きな要因であります。 

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べ110,723千円増加し、2,652,271千円とな

りました。自己資本比率は37.8％から39.2％に増加しました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成30年７月26日に「業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表いたしました業績予想から、通期の業績予想

に変更はありません。 
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,848,692 1,719,895 

受取手形及び売掛金 3,114,563 2,891,581 

電子記録債権 127,159 153,491 

商品 682,495 1,075,763 

その他 97,200 85,771 

貸倒引当金 △10,094 △8,989 

流動資産合計 5,860,016 5,917,513 

固定資産    

有形固定資産 57,183 55,036 

無形固定資産    

のれん 196,042 175,594 

その他 197,564 190,601 

無形固定資産合計 393,606 366,196 

投資その他の資産    

投資有価証券 39,018 35,724 

その他 228,252 249,063 

貸倒引当金 △84,213 △85,625 

投資その他の資産合計 183,057 199,162 

固定資産合計 633,847 620,395 

資産合計 6,493,863 6,537,908 

負債の部    

流動負債    

買掛金 2,831,305 2,481,437 

短期借入金 - 400,000 

1年内返済予定の長期借入金 334,317 301,966 

未払法人税等 132,166 109,630 

賞与引当金 70,979 75,485 

その他 225,049 181,347 

流動負債合計 3,593,817 3,549,867 

固定負債    

長期借入金 308,576 286,864 

退職給付に係る負債 23,630 22,445 

その他 26,291 26,460 

固定負債合計 358,498 335,769 

負債合計 3,952,315 3,885,637 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(平成29年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 306,768 310,006 

資本剰余金 276,969 280,207 

利益剰余金 1,897,543 2,000,023 

自己株式 △32,053 △32,053 

株主資本合計 2,449,228 2,558,184 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 5,160 2,780 

その他の包括利益累計額合計 5,160 2,780 

新株予約権 87,158 91,307 

純資産合計 2,541,548 2,652,271 

負債純資産合計 6,493,863 6,537,908 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

売上高 11,508,443 11,155,463 

売上原価 9,994,532 9,563,006 

売上総利益 1,513,910 1,592,456 

販売費及び一般管理費 1,292,367 1,351,311 

営業利益 221,543 241,145 

営業外収益    

受取利息 284 248 

受取配当金 435 411 

広告料収入 800 600 

受取手数料 627 767 

その他 1,135 1,401 

営業外収益合計 3,283 3,430 

営業外費用    

支払利息 2,827 2,259 

支払手数料 400 400 

営業外費用合計 3,227 2,659 

経常利益 221,598 241,916 

税金等調整前四半期純利益 221,598 241,916 

法人税、住民税及び事業税 81,336 99,666 

法人税等調整額 △9,405 △555 

法人税等合計 71,931 99,111 

四半期純利益 149,667 142,805 

親会社株主に帰属する四半期純利益 149,667 142,805 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：千円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

四半期純利益 149,667 142,805 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,866 △2,380 

その他の包括利益合計 1,866 △2,380 

四半期包括利益 151,533 140,424 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 151,533 140,424 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 221,598 241,916 

減価償却費 37,049 38,556 

のれん償却額 - 21,949 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,513 1,288 

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,019 4,506 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △1,184 

受取利息及び受取配当金 △720 △660 

支払利息 2,827 2,259 

株式報酬費用 12,462 6,140 

売上債権の増減額（△は増加） △380,825 194,256 

たな卸資産の増減額（△は増加） 150,525 △393,446 

仕入債務の増減額（△は減少） △105,507 △349,867 

未払消費税等の増減額（△は減少） 21,423 △46,754 

その他 △31,911 △6,235 

小計 △56,544 △287,276 

利息及び配当金の受取額 506 446 

利息の支払額 △2,835 △2,165 

法人税等の支払額 △10,702 △115,917 

営業活動によるキャッシュ・フロー △69,575 △404,911 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △2,157 △2,713 

無形固定資産の取得による支出 △132,764 △29,517 

投資有価証券の取得による支出 △10,115 △136 

投資有価証券の償還による収入 10,000 － 

その他 △81 △2,037 

投資活動によるキャッシュ・フロー △135,118 △34,404 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 100,000 400,000 

長期借入れによる収入 500,000 150,000 

長期借入金の返済による支出 △172,262 △204,063 

ストックオプションの行使による収入 2 4,484 

配当金の支払額 △37,618 △39,901 

財務活動によるキャッシュ・フロー 390,121 310,519 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 185,427 △128,797 

現金及び現金同等物の期首残高 1,643,023 1,838,692 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,828,450 1,709,895 

 

- 7 -

株式会社ハイパー（3054）　平成30年12月期第2四半期決算短信（連結）



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動）

第１四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社セキュリティアを連結の範囲に含めております。 

 

- 8 -

株式会社ハイパー（3054）　平成30年12月期第2四半期決算短信（連結）



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成29年１月１日 至 平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他
（注）２ 

合計 調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）１ 
 

ＩＴサービ 
ス事業 

アスクルエ 
ージェント 

事業 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 7,664,523 3,834,121 11,498,644 9,799 11,508,443 - 11,508,443 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
- - - - - - - 

計 7,664,523 3,834,121 11,498,644 9,799 11,508,443 - 11,508,443 

セグメント利益又は損失

（△） 
174,393 55,494 229,888 △8,344 221,543 - 221,543 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

２ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、放課後等デイサービス事業等を

含んでおります。 

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成30年１月１日 至 平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他
（注）２ 

合計 調整額 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）１ 
 

ＩＴサービ 
ス事業 

アスクルエ 
ージェント 

事業 
計 

売上高              

外部顧客への売上高 6,928,728 4,207,284 11,136,012 19,450 11,155,463 - 11,155,463 

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
- - - - - - - 

計 6,928,728 4,207,284 11,136,012 19,450 11,155,463 - 11,155,463 

セグメント利益又は損失

（△） 
219,442 38,548 257,991 △16,845 241,145 - 241,145 

（注）１ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

２ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、就労移行支援事業及び放課後等

デイサービス事業等を含んでおります。 

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間より、従来「情報機器販売事業」としていた報告セグメント名称を「ＩＴサー

ビス事業」に変更しております。 

この変更はセグメント名称の変更であり、セグメント情報に与える影響はありません。 

なお、前第２四半期連結累計期間の報告セグメントについても、変更後の名称で表示しております。 
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３．その他

継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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